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生物学類担当授業科目　機能微生物学

研究領域　植物寄生菌学

研究テーマ

1.　樹皮下穿孔虫が伝搬する青変菌の菌類相調査

2.　青変菌の樹木に対する病原性と枯損メカニズムの解明

3.　さび病菌の分類、生態に関する研究

4.　さび病菌の冬胞子形成誘導物質の探索

5.　さび病菌寄生菌の分類、生態に関する研究

研究概要

　植物寄生菌、その中でも特に青変菌とさび病菌の分類、

生態、生理に関する研究を行っているが、ここでは青変

菌に関する研究について紹介したい。樹皮下穿孔虫は、

甲虫目、キクイムシ科に属する昆虫で、通常丸太や風倒

木、衰弱木の樹皮下に侵入し生活している．しかし、中

には健全と思われる生立木樹幹の樹皮下に侵入し、その

生立木を枯死させるものもある。そのような一次加害性

の強い穿孔虫は、青変菌と呼ばれる子嚢菌類を伝搬して

おり、穿孔虫が生立木樹幹の樹皮下に侵入する際、菌類

が樹幹内に持ち込まれる。青変菌の中には、樹木を枯死

させる能力を有する菌も含まれており、穿孔虫と菌の共

同作業で樹木が枯死すると考えられている。日本では、

北海道でエゾマツやアカエゾマツが、ヤツバキクイムシ

のマスアタックにより枯死することが知られている。こ

の場合にも青変菌の仲間であるCeratocystis polonica

やOphiostoma penicillatum が穿孔虫により樹幹の樹皮

下に持ち込まれ、樹木の枯死に関与していると考えられ

ている。

　ある特定な種の穿孔虫が伝搬している菌類の種類は無

作為ではなく、特定の種類の菌類を伝搬していることが

わかってきているが、日本産の穿孔虫と青変菌の関係に

ついてはまだ十分な調査が進んでおらず、未記載種も多

数存在している。また、青変菌の種類により樹木に対す

る病原性も様々であり、青変菌の生態、生理に関しても

まだ不明な点が数多く残されている。現在は、穿孔虫が

伝搬している青変菌菌類相の調査ならびに青変菌の樹木

に対する病原性と樹木枯損メカニズムの解明を中心課題

として研究を進めている。
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1.　ヤツバキクイムシのマスアタックにより枯死したエゾマツ
（推定樹齢200年以上）、2.　ヤツバキクイムシの成虫（体長約5 
mm）、3.　エゾマツの内樹皮に形成されたヤツバキクイムシの孔
道、4.　孔道から辺材部に広がる青変部、5.　ヤツバキクイム
シの蛹と蛹室に形成された子嚢殻と胞子塊、6.　青変菌の一種
Ceratocystis polonica の子嚢殻、7.　C. polonica の子嚢胞子、
8.　C. polonica のアナモルフ（Chalara）


